
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９号 

 ７ 月発行 
令和８年 

発行 調布市教育委員会 教育部教育総務課 （刊行物番号 2026-088） 

TEL：042-481-7466  FAX：042-481-6466 E-mail：soumu@city.chofu.lg.jp 

日頃から調布市の教育行政に御理解・御協力をいただき誠にありがとうございます。 

本事業における新校舎の建設工事の進捗状況は、現在、地上 1〜2 階の構造体の築造工事を実施しております。 

今後は新校舎完成後に既存校舎の解体工事に着手いたします。この度、解体工事前に必要となるアスベスト含

有建材の詳細調査を実施した結果、想定よりも多く確認されました。アスベストの除去に関しましては、関係法

令に基づく安全かつ適切な処理に時間を要することから、解体工事の期間延長が見込まれます。その場合は、グ

ラウンド整備工事の着手が遅れるため、全体の工期を延長せざるを得ない状況となります。 

また、昨今の中東情勢の影響が続いており断熱材や接着剤及び塗料などの石油由来の建設資材が不足し、第一

期の建設工事も予定から遅れる状況にあります。このため、新校舎建設の工事期間も延長する可能性があります。

その際には、改めてお知らせいたします。 

なお、既存校舎の解体工事・グラウンド整備工事における期間の延長見込みは、以下のとおりです。 

皆様には御迷惑をお掛けしますが、引き続き御理解・御協力をいただきますようお願い申しあげます。 

 

【第１期工事】新校舎の建設工事 

令和 7 年 10 月 1 日〜令和 9 年 10 月末 

※現時点では変更なし 

 

【第２期工事】既存校舎の解体工事・グラウンド整備工事 

 変更前 

令和 10 年 2 月初旬 〜 令和 11 年 1 月末（約 12 か月） 

 変更後 

令和 10 年 2 月初旬 〜 令和 12 年 2 月中旬（約 24 か月） 

 ※第２期工事については、第１期工事の延長に伴い 

開始時期が遅れる場合があります。 

 

 

●調布市立若葉小学校・第四中学校・図書館若葉分館施設整備ＰＦＩ事業の建設工事期間について 

バックナンバーは市のホーム 

ページからご覧いただけます。 

 

※ 現・第四中学校敷地南側の上空から、ドローンにて撮影。 

なお、ドローンによる撮影については、東京航空局から 

許可を取得した無人航空機及び無人航空機を飛行させる者に 

よって実施しています。 

 

＜6 月末時点での建設現場写真＞ 



【改築に関する資料の閲覧について】 

 これまでの資料（改築だより等）は、以下の市ホームページから御覧いただけます。 

トップページ＞子育て・教育＞教育委員会＞学校の改築＞市立若葉小学校・第四中学校  

URL：https://www.city.chofu.lg.jp/kosodatekyouiku/kyouikuiinkai/kaichiku/wakabayoncyu/index.html 

  （注意）改築だより第７号までに記載していた場所から変更しています。 

【QA について】 

 上記を含む QA は市ホームページで随時更新いたします。 

 URL：https://www.city.chofu.lg.jp/100010/sisetu/wakaba/p054332.html 

【問合先】 

調布市教育委員会 教育部 教育総務課 施設管理係 / 電話：042-481-7466 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ アスベストの除去はどのような関係法令に基づき処理するのか 

Ａ 建築物等の解体・改修工事を行う場合は石綿障害予防規則等の法令に基づく事前調査を行います。調査の結

果によりアスベストの含有が判明した場合は、元請業者が労働基準監督署へ除去に関する届出や大気汚染防

止法に従い作業に関する届出を行います。 

  なお、解体で発生する廃棄物は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に

関する法律に従い、適切に処理します。 

Q アスベストの除去作業は、児童生徒や近隣住民には影響ないのか 

Ａ アスベストの除去に当たっては、法令に基づく処理を行います。本事業においても法令遵守のうえ、アスベ

ストの除去作業時には粉塵が周囲に飛散しない対策を確実に講じ、児童生徒や近隣住民の皆様に影響がない

ように作業を実施します。 

Q アスベストについて調査の結果、当初の想定よりどのような部材で多かったのか 

Ａ 当初は校舎内部の建材に含有しているものと想定していましたが、調査の結果、内部建材のほか、外壁の塗

装下地材に含有していることが判明しました。外壁の塗装下地材に含まれている場合には、建物全体若しくは

工区毎に密閉したうえで除去作業を行わなければならないため、工期の延長が生じます。 

Q 既存校舎にアスベストがある状態で、児童生徒への影響はないのか 

Ａ アスベストを含む建材を除去する際に、微細な繊維を体内に吸い込むことで人体に悪影響を及ぼします。 

既存校舎にはアスベストを含む建材がありますが、安定した状態で飛散の可能性はないため、児童生徒の人

体への影響はありません。 

Q 工期の延長で、児童生徒の学校生活に影響はあるのか。 

Ａ 新たな校庭整備の工事着手が既存校舎の解体工事後となるため、工期延長に伴い校庭の使用開始時期が遅

れます。 

Q 工期が延長した場合（解体作業に先立ち）説明会を開催するのか 

Ａ 工期延長が確定した際には、条例に基づいた説明会を開催いたします。開催の日時等については、別途皆様

にお知らせいたします。 

Ｑ 工事や建設資材不足以外に起因する工期延長の可能性は他にも考えられるか 

Ａ 工期が延長する要因としては、様々なものが挙げられます。例えば、作業員などの人手不足、異常気象に起

因するもの、大地震によるものなどです。 

 

● 工期延長に関するＱＡ 


